7 〜 8 
— 8 
——8 
— 8 
9〜10 
—10 
11 


♦タイ7—の使用ちま 
♦チャイルドロックー 

回安き装置- 

田その他の装置- 

□ 曰常の点検-ま入れ^ 

回定期点検- 

巧] 故障-異常の見分け方と処置ち法 

旧部品交換のしかた- 

旧 保管（長期間使用しない場合） 

旧 仕様- 

旧 ア フターサー ビス 
旧 据巧け.移設- 


□ 特に';主意しでいたださたいこと 

按きのために必すお守りください)一1〜2 


本口';由の廃棄についで —— ~ —2 

且 使巧する場所 3 

□ 各部のなまえ - — 3~4 

•外観図.構造図 -3 

•操作部 • 表示部一—— -- —4 

□ 使用前の準備 -- 4 〜 5 

•燃料 -4 

• 給';由-已 

♦点义前の華備と確認 -- 5 

且 使用ちま -6~8 

•点义^一^^-- 6 

• 室温の調節 -_______-- 6 


CORONA 



このたびは、コ□ナ石ミちス I ブをお質いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 



m エフエフ シ—エス エフエフ シーエス 

式 FF-351 1 GS • FF-4211GS 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


12 3 3 4 



^株ぶ舍な3厦夏> 





















































































田特にを意していただきたいこと度をのために納約りくださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をし 
でいます。その表示と意巧は巧のよラになつでいます。 

巧客をよく理解しでから本でをお読みください。 


本文中のマークは、次の意ほを表しまず。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り破い 
をすると、人が死じ、重傷を負ラ可能 
性または乂災の巧能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負ラ巧能性や物 
的損害の発ちび想定される内客を示し 
でいます。 


\AA 

このマークは、「ま意」し 
ていただく内容でず。 


このマークは、してはい 
けない r 禁止」を表してい 
まず。 

loc 

このマークは、必ず実 f 子 
していただく r 指示」を表 
してぃまず。 


カソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い；'由は、絶巧に使届 
しないでください。义災の原因になります。 


么警告 (WARNING) 

(§) 


温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹お□や空気 
取入□をふさびないでください。 
巧類、紙などでぶ N さぐと、义災の 
原因になります。 



Q 


給排気筒(管*ホース)外れち険 


系含排気筒（管-ホース）び外れ 
たまま使用しないでください。 
外れでいると運転中に排ガスび 
室内に漏れで、危険です。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでく 
ださい。巧類び乾燥すると、ストー 
ブの熱気でゆれで巧類び落下しで义 
びつき、义災の原因になります。 




ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客様ご白身による工事は危険 
です。 

据巧け工事は販売店や専門業者 
にごめ頼ください。（ストーブ 
を移設させる場合ち同じです。） 




給排気筒トツプには金網などは付けない 

あ含排気筒トツプには、虫よけのため 
のを網などは巧けないでください。 

系含排気の巧げになり、異常燃烧を 
起こし排ガスび室内に漏れる可能 
性びあり危険です。 


に呪マ I 了/よし、 

戚を 

I し A 因 爲3因純 ■ 


定期点検の実施 

定期的にをに1回程度)に点検.整 
備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使巧し続け 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。点検-整備はお買いホめ 
の販売店や資格者のいる店に巧頼しでください。 


〇 



給排気筒トップ閉そく危険 

お排気筒トツプの周りび雪でふ 
さびれたまま使巧しないでくだ 
さい。ふさびれでいるとさは、 

除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」 

はお排気の巧げになるのでおやめください。閱そくしで 
いると運転中に排ガスび室のに漏れで、危険です。 



スプレー吿 厳禁 

スプレーちや力じツトこんろ巧 
ボンベなどを温風のあたるとこ 
ろに放置しないでください。 

熱でちの田力び上びり、爆おしで危険です。 



廃棄するとさのま意 

ストーブを廃棄するときは、定ミ由面器の灯ミ由を抜 
き取っでください。9ページ） 

なミ由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わめ事故になるおそれびあります。 


么注意に AUTION) 

〇 


カーテン、可燃物近接禁止 


カーテンや燃えやすいちのを巧 
ブけないでください。义災び発 
ちするおそれびあります。可燃 
物との離隔距離についでは、標 
準据巧図 （[^1 4ページ)を参照しでくださし、。 



〇 


据付け上のミち意 

参お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事や移設工事は、必ずお買い巧めの 
販売店に巧頼しでください。 

参ストーフ'および給排気筒の据なけについでは义災予防 
条例、石；'由燃焼機器の設置暮華による規制びあります 
ので、これに従つで据巧けでください。 

参ストーフ'の固定は、本体固定を具などで、確実に固定 
しでください。 


特殊用途には使用しない 

貪品-精密機器-美術品のおちゃ、動植物の 
飼育-裁ちなどには使巧しないでください。 


Q 








































































































么注意に AUTION) 


油漏れ確認 

'油タンク-コ''ム製送;'由管-接合 
部および機器などからのな';由漏 
れびないことを確認の上ご使巧 
ください。口';由び漏れでいると 
义災のおそれびあります。 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力(曲げる、ねじる、 
弓Iつ張る)を加えたり、物をのせたりし 
ないでください。高温部に巧ブけたり、 
束ねたまま使巧しないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コー 
ドを持つで弓Iき巧かないでください。 
义災や感電の原因になります。 


可燃性ガス使用禁止 

ストーブを使巧しでいる部屋で、可燃1まガス 
び発ちするちの（ガソリン、ベンジン、シン 
ナ ー) 、スプレーを使用しないでください。 
义災や故障の原因になります。 



Q 


口油の保管 

な;'由は、义気、雨水、ごみ、高温および直射 
曰光をさけた場所に f 呆管しでください。 

ガソリンなどといっしよにな管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や义災のおそれが'あります。 


〇 


給油時消义 

系含';由は、必すミ肖义しでからおこ 
なつでください。こぼれたな';由 
はよくふき取つでください。 
义災のおそれびあります。 


^消夕をジ MB 



高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹 
出口、給排気筒トップにまな 
どふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 

参ルさいお寺様のいるご家庭では、特にミ主意しでください。 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり（および 
を属物）を除去しでください。（ほこりびたまる 
と湿気などで絶縁不良になり）义災の原因になります。 


〇 


変質な油禁止 

変質な';由（持ち越したな;'由)、不純灯;由（な;由外 
の;'由‘水’ごみび'混入した灯ミ由など）を使巧しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれびあります。 

腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 
おすることびあります。また、水び内部に入る 
と、感電、义災、故障の原因になります。 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧 
しないでください。異常燃焼の 
おそれびあります。すみやかに 
運転キーを「停止 J にしでください。 



0 

0 

0 



0 




温風(し直接あた Id ない 

温風に直接長時間あたらないでく 
ださい。ほ温やけどや脱水症状に 
なるおそれびあります。温風を直 
接吸い込まないでください。気分 
び悪くなることびあります。 _ 一 - 

ほ温やけどについて 

参比較的ほい温度 (40 で〜60で）でも長時間巧ふの同じ巧 
び熱せられると、熱い、痛いなどの自覚症状びなくでち 
低温やけどのおそれびあります。 

•巧のよラな方は特にミ主意しでくださし、。 

•乳幼巧、お巧實り、巧ふの弱い方 

•眠気を誘ラ薬（匯阻薬、かせ'薬など）を服用された方 

•深酒、疲労の激しレち 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 
フ'本体やお排気筒には床暖房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。 

义災や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 


0 



〇 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコン t ントに根元まで 
確実に差しこんでください。（また、 

傷んだプラヴやゆるんだコン t ント 
は使巧しないでください。） 

义災の原因になります。めれたまで 
の巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 


長期間使用しないとさは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 


おが気筒トップの巧くに、な;'由 
や可燃物など弓I义のおそれのあ 
るちのを置かないでください。 
义災のおそれびあります。 


la 隱本立！ま到! ■ 



© 

0 


分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧しない 
でください。不完をな修理は、 
危険です。お買い巧めの販売店 
に修理を依頼しでください。 



0 


電源の接続 

参電源は適正配線された単相100 Vのコンじント 
な外は使巧しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

参電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧- 
他の電気器具とのタコ足配線など、定格を超える使い方 
をしないでください。発熱-発义の原因になります。 


指や異物を入れない 

温風吹化□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けが'や义災の原因になります。 


高温部（やけど）にま意 

燃焼中や消义直後は、高温部(ブリルの周迈など)、 

排気筒(煙突、排気筒トップ、お排気筒トップ)に 
まなどふれないでください。やけどのおそれびあります。 


0 

A 


〔お願い (NOTICE 


な油の廃棄 

な';由の廃棄処分は、なミ由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 

























































































国使用ずる場所 


ま全に使用ずるために 


•ストーブをままに使巧するためには、場所の選定び大切です。 

•場所の選定は「おはけ場所の還定および標準おがけ例」の頂をお読みください。 


(缺14ぺージ） 


参クリーニンヴ店、美容院など化等薬品を使巧する場所では使用しないでください。 
化等薬品などの影謹により異萬燃焼や故障の原因になります。 


>標高が1500 m を超える高地では使巧しないでください。（空気の濃度び薄いため、燃焼に 
必要な空気び不足します。）高地で使用する場合は、調整び必要です。詳しくは、工事説 
日月書の G 高地で使用の場合） をご覧ください。） 


♦巧の場所では使用しないでください。义がやず想しない事故の原因になります。 

• 水平でない場所、不安定な場所 ■ 付巧に燃えやすい物びある場所 

• 不安定な物をのせた棚などの下 • 階段、避難□などの巧巧で避難の支障となる場所 

•巧燃性刀スの発をする場所または、たまる場所 •温室、飼胃室、乾燥室など人のいない場所 


効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の 
下や壁面に置くと、 
冷気びストーブで 
暖められ、温風と 
しで巧流しますの 
で効果的です。 



温風の循環を巧げない 

参温風吹化□の前面に障害物を置かないでください。 

• 障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかり 
でなく、本体の温度び上昇しで危険です。また、温 
風び回り込み室温調節び正しく働かない場合びあり 
ます。 



>温風吹お□側の空間を広くとれる場所を還んでください。 


回る部のなまえ 


け観図） 


〈正面> 


表示部 


前パネル 






俏面> 


フアンフィルター 
本体固定を具 


が気管抑輝讓 


オイルフィルター 
電源 コード- 



背面 カバー 


巧流巧送風機 

排気管取巧 □ 

給排気筒 
給気管取巧 □ 
給気 ホース 
送油管取巧 □ 
ルームサーモ t ンサー 


構造図） 


























































































































^ 操作部•表示部） 


チャイ J レド□ツクキー 
チャイルド□ツクランプ 
(缺8ぺージ） 


表示の換キー 
時計合せランプ 
タイ7—ミせランプ 
( t ^ 7.8 ぺージ） 



エコキー 
エコランプ 
傾 6 ぺージ） 


チ飾しド 
.□ツク J 


X 


デジタル表示部 
' 現を時刻表示 ■ 

タイ7—たット時刻表示 
設定温度•室内温度表示 


おはよラタイマーキー 
おはよラタイマーランプ 
(ty 7.8 ぺージ） 


運転キー 
運転ランプ 
(が6〜8ぺージ） 



3回巧し 


eco 


表巧 J 
切換可 


ミ凡や'、曰巧 
己スム t/unJ ス 


室内;品度 


litEWJO 


温度/時刻 


時 




•腸" 

♦はじめでお使いになる前に 



タイマー運転 


おはよう 


おやすみ 


巧 


温度調節キー ( t ^ 6ぺージ） 
時計調節キー ( t ^ 7ぺージ） 


おやすみタイマーキー 
おやすみタイマーランプ 
(原 7.8 ぺージ） 



韋転 

V 切 


輸送時の傷を防止ずるために、操作部-表示部の表面には保護フィル厶がおっであります。ご使巧前に取り除レでください。 
コーナー部分にじ□八ンテープを貼り巧けで、いっしよにはがすとより簡単(こ取り陈けまず。 

(保護フィルムは、ストーブの設置工事の際にはがしである場含びあります） 


0使用前の準備 

燃料は1 必ずな巧 （ J 旧1导な巧）を使巧して<ださい。 


么警告1ガソリンなどの揮発性の高い';由は絶対に使巧 


しないでください。乂災の原因になります。 

|レ1\を意 I 変質なミ由、不純な';由などは絶対に使用しない 


でください。 


么ま意な';由は必す乂気-雨水-ごみ-高温および直 


射曰巧をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでくださし、。 

誤って使田すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


変質な油•不純 I 灯油とは… 


(§) 

0 

〇 


I 打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふ舌かけます。 
(乂の気のない所でおこなつでください。） 



|X 



なミ由はめれたまま 


ガソリンはすぐ乾く 


巧シーズンより 
持ち越しのなミ由 


0 

戀慶 


長期間曰光にあ 
たる所や温度の 
高い所に保管し 
たな油 



客器の/ふたが IS け 
であったり、乳白 
色のポリ客器で保 
管したな油 


巧巧間つ 

嘴 


0 

慶 


か-ごみやなミち 
な外の';由びほん 
のわすかでち混 
入したなミ由 



♦極度に変質したちのは、黄色巧びかったり、すっぱいにおいヴします。 
参必すなミ由用のポリタンクをお使いください。 

•ロミ由はシーズン中に使いきりましよう。 


■変質な油や不純 I 灯油を使用すると、 
機器の故障の原因になります。 

♦ミ由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこし 
たり、ス I -ーフ''の損傷を早め、故障の原因に 
なります。 

♦水やごみび送ミ由経路巧に流れこみ、燃焼不良 
や着义不良の原因になります。 


■変質な油ゃ穩了油を使用したときは… 

♦お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご連絡くださし、 


♦変質灯';由、不純巧ミちび原因で修理を依頼されたときは、な証期間中でちな証の巧象外となります。 
♦変質灯';ちの処理でお困りの場合は、灯';由をお買い求めの販売店にご相談ください。 




給油の手順とを意 


♦IA ま意 I 給';由は必す消乂しでからおこない、こぼれた口';由はよくふきとって 
ください。乂災のおそれが'あります。 

参送';由バルブを閱じで給ミ由□ふたを外し市販の給';由ポンプで給';由しでください。 
ミ由量計の針び r 満 J をさしたら給';由をやめでください。 

給';由をは、給ミ由□にあるストレーナを取り出しで、水やごみびたまっでいた 
ら掃除しでください。 

参ストレーナを取りなけで、給';由□ふたを必すちとどおり締めでください。 

参給ミ由の際は、水-ごみなどを入れないよラにミち意しでくださし、。 

水-ごみなどは燃烧不良や、ストーブの寿命ほ下などの原因になります。 

参給ミ由□ふたは、確実に締めでください。 



おミ由ポンプ 


. 給油□ふた 
ストレーナ(巧部） 

-ミ由量計 

送ミあバルブ 
水グージ 
が抜きバルブ 



















































































































































燃料切れのを意と空気抜きの方法 


参ご使用中、ミ由タンク巧のロミ由びなくなると、デジタル表示部に I tc ' I または 
'油タンクを空にしないよラに';主意しでください。 

参';由タンクのロミ由びなくなったとき、あるいは送ミ由バルブを閉じたまま燃烧し 
で消义したときは、消义時に燃焼音び大きくなることびあります。 

参';由タンクを一旦空にしますと、送ミ由経路のに空気びたまり、正常に送';由でき 
なくなることびあります。このよラな場合には巧の順唐で空気抜きをしでく 
ださい。 

1 油々、ノ户*に箱油しキオ 

2. ス I フ'背面のオイルフイルターに巧いでいる空気巧き巧のねじをゆるめで 
ください。（な';由び巧にこぼれないよラに巧、容器などを用意しでください。） 

3. ゴム製送';由管をよくおり、送';由経路巧の空気なさを十分におこなってくださ 
し、。ゴム製送';由管の途中が'山おになったり、ちつれたりしでいますと、送';由 
管の中に空気びたまっでな';由び流れないことびあります。 

送';由管に山お倡做びないよう平らにしでください。 

4. 空気が报けでオイルフイルターの中にな';由び満たされたら、空気巧き巧のね 
じを締めでください。 


E'-l び表示され消义します。 




♦ミ由タンクは、空にしないよラに、早めに給';由しでください。 

♦ネリめで運転するとさち、同じ手順で送ミ由経路内をミ由で満たしてからおこなってください。 

♦空気巧き後の再点义時に振動する場合びありますび、異常ではありません。 


点乂前の準備と確認 


定油面器のセット 


参ネリめで使巧するときやシーブン初めに使巧する場合、ストーブち側面の定ミ由面 
器リじツトボタンを押しでください。 

参リじツトボタンは、お付け時や、シーブン初めに操作します。 

ス I -ーブに強い衝撃をちえたりした場合ち、この操作をおこなつでください。 
参巧一、着义後2〜3分で消义しでしまラ場合は、リじツトボタンを押しでくだ 
さい。口;'由流入□のコ''ム巧の固着び外れでロミ由びスムーズに流れます。 

♦リ它ツトボタンを巧す際は、スぺーサを外して巧さないでください。 
また、已秒]^上巧し続けた0、何回ち巧し下げたりなど乱暴に取0 
扱わないでください。定ミ由面器よりミちが'お/ふれ出たり、異常燃焼の 
原因となる場合が'おります。 




♦ レ!\江意 I ミ由タンク-ゴム製送';由管-接合部および機器などから';由漏れび 
ないことを確認しでください。 

参ミ由漏れのあるときは使庙を中止し、ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じでから、お買 
いずめの販売店にご相談ください。 



piiR 就化瓣葡 

ま意 I 電源プラク' •コードの発熱-発乂を防ぐために ••• 

♦電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

参電源は必す適正配線された単相1 00 V のコンじントを使巧しでください。 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


参雷び接おしたときは、電源プラヴをコンじントから巧いでください。 

_激しい雷の影響でストー_フ'び故障するときがあります。_ イ 


ス I -ーブ周囲の確認 


参 应注意1 カーテンや燃えやすい 
ものをあブけないでください。 
乂災び発生するおそれびあ0ます。 





給排気筒接続部の確認 


参 胃 給が気筒(管•ホース）びがれた 
まま使用しないでください。がれでいると 
運転中にがガスび室のに漏れで危険です。 















































































































青いおの中に 
黄色い巧が混 
じっている 



>強燃焼•弱燃焼とち工場化荷時に燃焼状態を調節しであります。 
参おの状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（ホ义）び混 
じつでいでを異常ではありません。 


ドミ祖, 

運拓キーを巧しでください。 

参運転ランプはミ肖灯しますび、燃焼巧-巧流巧送風機は、燃焼室びちま P するまで運転を継続します。 

デジタル表示部は温度表示から時刻表示に切り変わります。 

参約6分をに燃烧室びちま P され、燃烧届-巧流巧送風機び自動的に停止します。 

•ミ肖义操作をは、火び消えでいることをおかめでください。 

参列出するときは、必す消义しでください。 

参ストーブに強い衝撃をちえで消义したり、電源プラグを抜いでミ肖义することはしないでください。 

•[么ま意]長期間使巧しない場合は、電源プラグを抜いでください。 

V J 



百使用方法 




1. 油タンクの送巧パルブを開いでくださし、。 

2. 運起キーを巧しでください。 

参運転ランプの点滅と同時に、 

時計表示（未 t ットの場合は 
から温度表示に 
切り変わり、気化筒のず熱を 
開始します。 



3.予熱び完了すると自動点义 
します。 

I 点义と同時に運転 
ランプは点灯に変 
ねります。 


運お 

入/切 


► 


4.着义1分をからは、ルー 
ムサーモ它ンサーにより 
湿度調節の它ット湿度に 
応じて自動的に义力び枕 
0変わ0ます。 


•着义時、放電音と同時に着义音を発しますび異常ではありません。 

•石';由ガス化燃焼のため点义操作後放電開始まで約3分（気化筒の予熱時間）かかり、その後約1分で巧流田送風機び回り、温風び 
出始めます。なお、そ熱時間は室温によりをか変化します。 

参初使用時はス I -ーブの防鐘ミ由や塗料などび焼けるため、煙やにおレび出ることびあります。窓をかしあけで部屋の換気をしなび 
ら、半曰から1曰程度「強燃焼 j で運起しでください。 

参初使巧時やシーズンネリめのご使用時には、送ミ由経路巧の空気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。このス I ブ 
は、ミス着义時に再度自動のに点义動作をおこなレますび、それでち着义しなレ場合は、点义操作を2〜3回くりかえしでくださし、。 
参点义を約10分間は、熱膨張のため、熱交換器などから「ピチパチ j といラ音を出しますび、異常ではありません。 

•列気温びほくなると、給が気筒のホ端から連続的に白煙び出ることびあります。これはがガス中に含まれでいる水分び凝結しで水 
譲気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

•ストーブのおくでラジオなどを使用すると、ラジオに雑音び混入するおそれびあります。 


運転中は、ルームサーモじンサーにより設定温度に脑じで自動的に义力び切り変わります。 

設定:;品度 室内温度 


温度/時刻 


運括かに温度調節キー BE を巧しで希望の設定温度にさわせてください。 

•0 キーを1回巧すと設定温度び1で下びります。 

♦吐]キーを1回押すと設定温度び1で上びります。 

• 00 キーを}甲ブけ§と、設を温) Stt 連続 L で gbC ます。 

参設定温度は、にでから30でまでの範囲び它ットできます。 

参室温調節び正しく働かないときは、ルームサーモじンサーを適当な場所に移動しでください。 

参ルームサーモじンサーは直接ストーブに取り付けないでください。室温調節び正しく働かないだけでなくエコモード 


IPPM IBM 

—■ ―浏 

面 


の場合、室温より高い温度で感知し、点义-消义を頻繁にくり力々しで故障の原因になります。 


最ル义力でち室温が： h 昇する場合（気温の高いとさ、曰あたりの良い部屋）は、エコモードをお還びください。 

I ェコモードの解除 


I エコモードのセット 
エコ （ eco ) キーを巧してください。 


>エコランプび 
点なします。 


eco 


。とは"_ 

参最大义力を約30%おさえで運転します。 

参設定ミ品度び20でに設定されます。ただし、設定ミ品度び20でよりもほい場合は、そのまま 
の設定温度になります。また、エコモードを亡ットしたをでち、設定温度は変をできます。 
♦室温び設定温度より約2で上昇すると自動的にミ肖义し、設定ミ品度まで下びると自動的に再 
点义しで、室温を調節します。自動消义中は、エコランプのみ点灯しでいます。 


ちラ1度エコキーを巧し 
てください。__ 

参エコランプび 
消なしで通常 
運転にちど0 
ます。 


eco 




正常燃焼 








































































タイマーの使用方法 


踊电物栏 la 。 





1.表示枕換キーを巧して、時計 
含せランプを点なさせます。 

♦現在時刻をじツトする前は、 
午後12:00を表示します。 


2. 時計調節キーのを巧して現在時刻を 
它ットしてください。 

♦1 回押すごとに 1-1 (時）は1時間、份） 

は1分進みます。 

押しつブけると表示は連続しで進みます。 

♦ g (時）キーで時刻含わせをしたときは 
午前-午後をまちびえないよラに';主意しで 
ください。 


タイマー時刻合わせ 


1.表示枕換キーを巧しで、夕 
イ7—させランプを点なさ 
せます。 

♦タイマー 時刻をじットする 
前は、自動的に午前5:00 
にじットされでいます。 


N 


表示 



2. 時計調節キーの 0(5] を巧しでタイ7—点义 
時刻を它ットしでください。 


参1回押すごとに一（時）は1時間、1+ ( 分）は 
1分進みます。 

押しつブけると表示は連続しで進みます。 

♦ 1-1 (時）キーで時刻台わせをしたときは午前 • 
午後をまちびえないよラに';主意しでください。 


♦己砂間操1 乍がないとき、時刻表示部は自動的にちとの表示にもどります。 

♦停電で時刻表示部び I --1:1 - - 1を表示したら時刻合わせをおこなつでください。 

参タイマー時刻は1度它ットすれば、電源プラヴを巧いたり、停電などびないかぎり記憶されます。 


おはよラタイ7— 


■ストーブ停止中からのタイマーセット 

1. 運乾キーを巧してください。 I 

2. おはよラタイマーキーを巧しでください。 I 

参おはようタイマーランプび点なしで、じット完3です。 

♦デジタル表示部におはよラタイマ ー t ット時刻び表示 
され、おはようタイマー運乾に入ります。 

♦約己秒後に現在時刻表示にちどります。 

♦含わせた時刻になると、タイマーかソト前の運転モードで運乾を開始します。 


_〈おはようタイマーランプ点口>〈運転ランプミ肖な〉 

設定温度 室内;品度 

■ し , U i—i 

一 刻 ■-- —- 

田 


温度/時刻 


タイマー運転 



•必す「現在時刻含わせ」、「タイマー時刻含わせ」を先におこなつでください。 


■おはよラタイマーの解除 


運転キーを巧します。 

参おはようタイマーランプび消灯し、デジタル表示 
部び現在時刻表示に切り変わります。 


•外出時など、留守中に燃烧を開始するよラなタイマー 
t ットは絶巧しないでくださし、予想しなレ事故び発を 
するおそれびあります。 

♦タイマー亡ットをに停電びあった場合は、タイマー運転 
は解除されます。 


〈おはようタイマーランプミ肖な>〈運転ランプミ肖打〉 


設定温度 室内;岂度 



1時間 ♦ 
• 2時間 ■ 


イマ-運_ 

おはよう おやすみ 


達騎 



おやすみタイ7— 


〈設定時間のおやずみタイマーランプび点打> 


■おやずみタイ7—運転のセット 

おやすみタイマーキーを巧しでください。 

参設定時間のおやすみタイマーランプび点灯し、設定時間 
経過後自動消乂し、同時にデジタル表示部は m ]：[ FF \ 
となります。 


設定温度 室の温度 



[1 回押す -1時間運輯後自動消乂 2回押す-2時間運窗後自動消'义】 


■おやずみタイマー運転の解除 

おやすみタイ7—キーを巧しで、おやすみタイ7—ランプを消なさせで 
ください。 

♦このが態で、おはよラタイマー運転されでいない場台は燃焼び継続しま 
すので、消乂するときは運き5キーを押しでください。 


〈おやずみタイマーランプミ肖な> 


















































































おはよラタイマーとおやすみタイマーの同時運転 


1. おやすみタイマーを它ットしでください。7ぺージ) 

2. おはよラタイマーを它ットしでください。7ぺージ) 

参必ずおやすみタイマーの它ットを巧 I こおこなってください。 
おはよラタイ7—の它ットを先におこないますと、おやすみ 
タイ7—の它ットをすることはできません。 


/設定時間のおやすみタイマーランプと 
\おはよラタイマーランプ、運転ランプが点な 


設定温度 室内温度 



チヤイ J レド□ツク 


お寺様などによるいたずら操作の防止や、誤って運乾キーを押しでち点乂しないよラじする機能です。 


■チャイルド□ックのセット 


■チャイルド□ックの解除 


V 


チャイルド□ツクキーを3秒な巧に3回巧しで 


<ださい。 

参チャイルド□ックランプび点な 
すると t ツト完3です。 

♦運乾中または停止中でもチヤイ 
ルド□ツクできます。 




再度チャイルド□ックボタンを3秒な巧に3回 
巧しで < ださい。 

f ♦運転かにチャイルドロックを它ットすると、 t ット中 
は運転停止（消义）操1乍]^外は受け巧けません。 
♦停止中にチャイルド□ックを它ットすると、它ットか 
はすべでの操1 乍を受け巧けません。 


回まを装置 


このストーブにはなのよラなま全装置びついでいます。安全装置び1 乍動しで消义した場合は、ストーブと周囲の点検-処置を 
おこなつでください。すべでのまを装置は、異萬び取り除かれでも再度点义操巧をしなければ運転は停止したままです。 

また、すべでの処置は必ず、ストーブが消义し本体温度が十分下びつでからおこなつでください。 


をを装置 

原因 • 作動結果 

処置ち法 

巧震 g 動ミ肖义装置 

([1哥表示） 

•地震(震度約5政上)や強い衝撃を受けたときは 
巧震自動消火装置が作動しで自動的に消乂し 
ます。 

参地震によって作動した焉音、周囲の可燃枚]、機器の損傷、ミ由漏 
れ、給排気筒の外れなど異常がないことを確認しでから再点火 
しでください。 

•点火操作の前に、定ミ由面器リわットボタンを押しでください。 

不完を燃巧防止装置 
[ガス它ンサ ー] 

( 点滅表示） 

( 点滅表示） 

( 点灯表示） 

•巧 一 排気か f 漏れた場含は不完全燃焼防止装置び 
働いで消乂します(臣 D 点滅表示)。 

参不完全臟烧防止装置が連続しで4回作動すると 
「連続不完を燃焼通知機能」が働き、お知らせ 
します（臣固点滅）。 

参さらに不完全燃焼防止装置(不完全觸焼通知機能) 
が連続しで3回作動ずると「再点乂防止機能 J が 
働き、再点乂できなくなります（臣 yi 点な）。 

•排気管に外れわ<ないか、また他の燃焼機器などの影響か‘ないか 
確認しでください。 

参部屋の換気を十分にしで、販売店に連絡しでください。 

点火巧を装置 
燃焼制御装置 

(に3表示表示) 

参点乂 S ス-遠中消乂をしたときに自動消乂し 
ます。 

•「曰常の点検-手入れ」（〔還=^9 -10ページ)をしでから点火操作 
をしでください。処置しでち繰り返しエラー表示が出るときは、 
一旦運起キーを「停止」じしで販売店に連絡しでください。 

停電まを装置 

参停電や電源プラク‘が'コンたントから旅けたとき 
は、すべでの運転を停止します。 

•停電續帰(再通電)棲デジタル表示部に [££] が表示され、ストー 
ブは運起しません。再度点乂操作をしでください。 

過熱防止装置 
〔まをサーモスタット] 

(表示部を消な） 

•フアンフィルターや温風吹出□びほこりなどで 
ふさがれたり、ス1 -ーブ前面に障害物があるな 
どしで本体内部が過熱すると自動のに消乂しま 
す。 

•フアンフィルターや温風吹出□の掃陈をしでから再点乂しでく 
ださい。 （ t ：^ 10ぺージ） 

処置しでち繰り返しエラー表示が出るときは、一旦運転キーを 
「停止」にしで販売店に連絡しでください。 


因その他の装置 


装置の名称 


排気管抜け検巧装置 


週電流防止装置 
(15 アンペア） 

室温異常上昇防止装置 


(に日表示) 


原因 • 作動結果 


処置方法 


•排気管の接続部が'パれたり、排気管抜け検知巧リード 
線が断線したときには、安を装置が作動し、エラー表 
示 goi を出し、自動的に消火します。 

排気管抜け検知装置が作動しでいる場含は、エラー表 
示[£〇]が出で点火できません。 

•排気管抜け検知装置にたよらす、給排気筒や延長管 
を月に1度は点検しでください。 


•原因を調べ、処置後点乂操作をしでください。 

排気□キャップ 


が気管巧け 
検巧巧リード線 

II 給排気筒 

排気管旅け横知用リード線のゆるみまたは、 
外れ-祝れがないか確認しでください。 



•内部配線のショートにより過電流が流れたと章、電流 •お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
ヒューズが切れ、すべでの運転を停止します。 


•部屋の温度が日〇で政上になったときに自動的に消乂 
します。 


•窓をあけ、部屋の撰気をしでから、点乂操作を 
おこなつでください。 






















































画日常の点検•手入れ 


点検-寺入れは、消乂後ス I -ーブび十分ちえでから、必す電源プラグをコン t ントから巧いでおこなつでください。 

参電気部品の分解や巿販品との交換は絶巧にしないでください。 

参燃お部の分おは絶対にしないでください。 

参部品にさわるとさや、内部を掃除するとさは、けび'をしないよラにまおをはめでおこなつでください。 

参ス I -―フ''をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと） 


么を意力ーテンやえやすレものを巧ブけなしでくださし、义おび発をするおそれびあります。 


参ほこりやちれをそのままにしでおきまずと、ミ由びしみたりしでを険でず。ス I -ーブはいつち清潔にしでご使用ください。 

♦ I A ミ主意 I ミ由タンクやゴム製送ミち管-接さ部および機器などからの灯ミ由漏れびないことをお認の上ご使用ください。 

♦ミ由漏れびある場合は、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでくださし、 

参ゴム製送ミ由管は、屋列で使用しないでください。屋外での使用は禁止されでレます。 

屋内でコ''ム製送ミ由管を使用しでいるときは、までかし巧げで、腹潤、収縮、変質、変お、ひび割れびなレかお認し、欠点びある 
とさは交換しでくださし、交換のめやすは、 3 年に一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 


A 警告 1 給排気筒(管•ホース)び'外れたまま使用しないでください。外れでいると運転中に排ガスび'漏れで危険です。 
A 警告 I 積雪びをいときには、給排気筒トップの局りび雪でふさびれでいないことを確認しでください。 


ふさがれでレるときは、除雪しでください。閱そくしでレると、運転中にがガスびき内に漏れで危険です。 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、点検しでください。障害物び置いである場合は、移動しでください。 


給が気筒 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検りシーズン1~2回） 


参給排気筒びつまると、不完を燃烧をおこします。シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物 
び入ったりしでいるときは、必す掃除しでください。 

•給排気筒を一度取り外しで、再び取り巧けるとさは、排気管の接続部の部にはめこんである0リンブび破損 〇リンッ か 
しでいなレかおかめでください。破損しでいた場合は、お買い巧めの販売店に交換をの頼しでください。 P 40 柳 U 



油タンクの水巧き りシーズン1~2回）■屋内用油タンクを一例にして説明 


参ミ由タンク巧に水びたまると、水グージの灯油と水の境巧面にホ色のフ□ー トび淳き上ヴります。 


1. フ□ートの点検 

参フ□ー トび淳き上びつでいたら 
水抜さをおこなって < ださい。 


水ヴージ - 



2. 化を巧く 

参水巧きバルブの下に容器を置いで、水巧きバルブをかしゆるめると巧タンク巧の水 
び出で、フ□-卜び沈みます。水をあレたら水巧きバルブを固く締めでくださし、。 
♦水巧き後は、巧漏れびないか必す確認しでください。 


参ミ由タンク巧には、かやごみか‘たまりやすく、を 
くたまるとス I ブのちへ流れ化し、なミ由の流 
れを巧げて十分な乂力び出なくなります。とき 
どさ水グージの点検をおこなってください。 

※ミ由タンクの tt 様により確認ちをび異なります。 



水ほぎ 
バルブ 


定油面器 ストレーナの 掃除 （1 シーズン1〜2回）お買い巧めの販売店に依頼してください 


>定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみびたまると、灯';由 
の流れをのけで、十分な义力び'出なくなります。シーズン終わりには、巧のよラに掃除し 
でください。（定ミ由面器巧の灯ミ由を抜くとさち同じち法でおこなつでください。） 

1. ミ由タンクの送';由バルブを閱じでください。 

2. ス I フ''ち側面にあるストレーナの掃除□に八ガキなどの厚紙を差しこんで、 
ミ由ガイドを作り、その下に容器を置いでください。 

3. ストレーナの止めねじをゆるめで外しでくださし、。 

定ミ由面器の巧れたな';由やごみびを部流れ出ます。 

4. ストレーナを取り出しで、きれいな灯';由のかですすぎ洗レをしてくださし、。 


スト レーナ 止めねじ 


参絶巧に水で洗わないでください。 


組立でるとぎは… 


•ストレーナゴムパッキンを忘れないよラにしてください。 
•ストレーナを逆に入れないでください。 

参ストレーナの止めねじを、固く締めつけてください。 

•ミ由漏れびないかお認してください。 



ミ由ガイド（はがき) 


ストし 一 T 


容器 


ストレーナ 
ごムパツキン 



〇リング 
ドレン田ねじ 


のぞを,富の透明度が悪<なつたとを… お買い巧めの販売店に依頼してください。 


参のぞき窓を外しでふく場合は、なのよラにしでください。前パネルを外し、のぞき窓をとめ 
でいるねじをはすしで、しめらせた巧でふき取つでください。 

参ねじ部は常温になつでから外しでください。 

•ちとどおり、巧一にねじを締めで固定しでください。 

•のぞき窓を外したときは、パッキンを新品と交換しでください。 

































































オイルフイルタ-の掃除 （1 シーズン1〜2回）お買い巧めの販売店に依頼してください 


参オイルフイルターに水やごみびたまった場合は、巧のように掃除をおこなっでくださ 
し、。（オイルフイルターのなミ由を巧くとさち同じち法でおこなっでくださし、。） 

1. ミ由タンクの送';由バルフ'’を閱じで、オイルフイルターの下にできるだけ大きめ 
の容器を巧意しでください。 

2. ストレーナカップをがし、カップにたまった水やごみを捨ててください。 

3. フイルターを真下に引いでがし、きれいな;0ミ由ですすぎ洗いしでください。 

参絶巧に水で洗わないでください。 

4. フイルターを組み込み、ストレーナカップを強く締め巧けでくださし、。 

ミ由タンクのを';由パルプ'を開き、ち;'由経路内の空気巧きをし、ミ由漏れびないか 
確認してください。5ぺージ） 


ストレーナ 
カップ 



ゴム手袋 


フイルター 
されいなのミ由 


熱交換器の点検 （1 シーズン1〜2回）お買い巧めの販売店に依頼してください。 


熱交換器の内部にすずび異常にたまると、不完全燃焼の原因になりまず。 

参異常燃焼(においびしたり、 I 合排気筒から黒煙び出るよラなとき)びおこった場合じは、バーナの点検とあわせで熱交換器の点検 
をお買い巧めの販売店にの頼しでください。 


フアンフイルターの掃除懼1回!•ソ上) 


•フアンフイルターは1週間に1回む上必す掃除をしでください。 

ごみやほこりなどでフイルターびつまると、送風力が弱くなり排気温度の上昇や 
ストーブ表面温度の上昇、また過熱防止装置び作動する原因になります。 

■掃除のしかた 

運起停止棲、温風が出なくなったことを確認しでくださし、。 

① フアンフイルターを 引き上げではすす 

フアンフイルターのほこりを掃除機などで取り除いでください。 

©フアンフイルターを取り巧ける 

掃除び終わったらつアンフイルターを背面カバー上の凹部にそわせで下げで、巧流フアンガード 
(こ取り付けます。（フアンフイルター(こついでいる磁扫で固定されます。）フアンフイルターと背面 
カバー上び同じ高さになっでいることを確認しでください。 

♦ rA ま意1フアンフイルターをはずしたまま運転しないでください。ごみやほこりが内部にたまり、な障や異臭の原因になります。 



引ぎ上げで 
はすす 


巧流フアンガード 



そわせで下げ 
取り付ける 


フアンフイルター 


温風吹出口の掃除（週1刚 


参本体や温風吹出□のちれは、本体び;ちえでから、 
しめらせたやわらかい巧でふき取つでくださし、。 



参しつこいるれは中性洗剤を使用し、十分からぶきしでください。 

参 温風吹出□羽根を巧げたり、変おさせなレよラにミ主意しでください。 
•ベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 


地震などの災害が発生したときの点検 


地震などの災害び発ちし、製品に}辰動や衝撃び加 
わったとさは、運転前に必すなの点検をおこなっ 
で< ださい。 

•おが気筒周りの巧れ、漏れの巧認 
参な巧配管からの漏れ巧話 

点検で異常びみつかった場合は、お買い巧めの 
販売店に修理をの頼しでください。 


回定巧点巧 

コ□ナ密閱式石油ス I -ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品があります。定期点橫は専門の技術者び、 
設置が態-給排気まわりの点検、安全装置および運転動作の点検-確認、使巧時間(こより消耗努化しやずい部品の点検などをおこない 
ます。安全(こお使いいただくため(こ製品のが態を点橫診断ずるちのですから必す受けでください。 

• 2 シーズンじ1回程度、シーズン終3後などに定期点検を受けでください。ただし、湿度の高い巧、ほこりの多い所（例えば、厨房室や製 
綿工場など）、温泉地域でご使巧の場含は、1シーズンに1回程度の点横か f 必要となります。 

参点橫のご相談はお買い求めの販売店または修理資格者〔(財)曰本石;'由燃焼機器保守協養 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習 
基修3者（石;'由機器技術管理±など）〕のいるお店、ちしくは、最尋りのコ□ナサービスじンターまたは営業所のお客様ご相談窓 □ (本書 
裏表紙に記載）までごホ目談ください。 

•定期点検の費巧じついでち、お買い巧めの販売店、ちしくは最菁りのコ□ナサービスじンターまたは営業所のお客様ご相談窓 □ (本書囊表 
紙に記載）までお問い含わせください。点検の結果、部品交換およ修理などが必要な場含は、処置内客およ0^費用についでお客様にごホ目 
談申し上げます。 


■定期点検の内容 


r 項目 

内容 ^ 

設置状態、給排気まわ0の点検■確認 

♦製品の設置、使巧状態•給排気筒の接続とつまり•送油経路部の油漏れ（コ”ム製送;'由管含む） 

安全装置および運転動作の点検-確認 

参安全装置の働き • 運転動作の確認 • 操作部品や動く部品の働き 

環境-使巧時間により劣化しやすい 
部品の点検-確認 

♦点乂プラグ、フレーム□ッドなどの点検 •給排気部品、排気管接続用〇リングなどの点横 

♦バーナなどの点検 • 各種送風機の点検 ♦ 备種パッキンの点検 

^製品の清掃-整備 

•本体内 •ファンフィルター、巧流巧送風機 •ミ由タンクの水抜き 

•オイルフィルター、定ミ由面器ストレーナ J 
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が気管巧け検知装置の作動 


♦ 


♦ 


EIJ 


が気管の接続部および排気管巧け検知用リード線の接続 
部の外れびないか点検し、がれでいたら正しく接続する 


不完全燃焼防止装置の作動 


参 




直ちに部屋の換気をし、販売店に連絡する 


室温異常上昇防止装置の作動 


参 


E [ 


窓をあけ、部屋の換気をする 


水平に設置されでいない 


♦ 


水平器じより水平に設置する 


給気ホースび外れでいる 


参 




確実に接続する 


不良なミをを使用しでいる 


f みと S ， 


良質のななと入れかえる 


温風吹出□びふさびれでいる 


♦ 


表示部を消な 


障善物を取0除< 


電源コードの断線 


♦ 


販売店に修理を依頼する 


フアンフイルターのほこりだまり 


♦ 


表示部を消な 


掃除をする 


給排気筒の先端びおおわれでいる • ♦ h 3 , EL ! おおっているちのを取り除く 


が気管の接続部にスキ7びある 


♦ 


接続箇所に正し<巧0付ける 


強い地震びあったまたは、ストーブに衝擊を 
ちえた 


♦ 


ES 


「地震などの災害び発生したときの点検 J 

( cyio ページ）の点検頂目を確認し、運転キーを巧 

しなおし、再点乂する 


排気管の配管が'長すぎる 


♦ 


延長 3 m 、 かびり3箇所な下じする 


連絡パイプの袋ナツトび締まっていない 


締め直す販売店に連絡し修理しでちらラ) 


定ミを面器リ它ットボタンび它ットされでいなし、 


り . P イ 


リ它ットボタンを1回巧し下げる 


油タンクになミをびない 


♦ 


と！？ ’ P イ 


給;'由する 


信電中である 


參 


ft 


通電されるまで待つ 


電源プラクカ、’コン它ントじ差しこまれでいない 


コン它ントに確実に差しこむ 


画が障 • 異常の見分け方と処置方法 


巧のよラな現象は巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


参巧の表にちとブいで、ちラー度お確かめください。 

参表にない エラー 表示の場合、あるいは処置ちをにより処置しでち良くならないとさは、お買いホめの販売店にご相談ください。 


国部品交換のしかた 



A 


^不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買レ求めの販売店又は、修理資を者 
〔（財）曰本石';由燃焼機器な守協ミでおこなラ技術管理講習含修了者（石'庙機器技術管理±)など]のレる販売店にご相談<ださい。 

部品交換はコロナ 純正部品 とご指定ください。 


消耗 • 劣化しやずい部品（交換び必要な部品） 


■長期間の使用により消'耗•努化しやずい部品 

• バーナヘッド • パーナヘッドリンヴ • 電極 

■フレーム□ッド ■ 排気管接続巧0リンヴ ■ コ''ム製送ミ由管 


■変質•不純な油の使用により努化しやずい部品 

■フレーム□ッド■気化筒 ■電磁ポンプ 


' 現 象 

説 明 ' 

点 

火 

時 

m 

义 

時 

初めで使巧するとき、煙やにおいが出る。 

耐熱重料やほこりなどが焼けるためでず。窓をあけ、撰気をしながら強燃焼で半曰か 
ら]曰程度運転しでくださし、。 

初めで使巧ずるときや、シーズン初めの初使巧時に 

1 回で着乂しなし、。 

送ミ由経路の空気だまりなどにより、 T 回で着义しないことがあります。 

定ミを面器 IJ じツトレバーを]回巧し下げでから、 2 〜 3 回点火操作をくりかえしでく 
ださし、。 

すぐに点义しなし、。 

石ミあ乃ス化ちすのためテ熱時間が'約 3 分/必要でず。（チ熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチ•ピチ!という音がする。 

本体の部が熱により膨張、収縮するためです。費萬ではありません。 

点义しでもすぐ温風びおない。 

不快なち風をおさないためで、本体の部が暖まると温風び自動的にのきおできます。 

消乂しでち温風が出でいる。 

本体の部が‘冷却するまで送風を継続します。 

m 

焼 

時 

点乂プラグ•フレーム□ッド 1 バーナヘッドがホくなる。 

炎に熱せられでホ熱するためでず。異萬ではありません。 

炎の中に黄色いおわリ屋じる。 

異常ではありません。 

そ 

の 

他 

給が気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

が気温が低くなると、排気ガス中に含まれでいる水分が凝結しで水霧気になるためで、 
異常觸焼による白煙ではありません。 

[カチ-カチ」時計のよラな音が‘する。 

電磁ポンプの運輯音です。 j 


部品交換のとさのを意 


法 


方 


処 


巧 


ホ乂で燃える 


おび大きく 
ならない 


においびする 


油漏れびある 


モニタ—ランプ 
ちつかない 
運輯しな S 

乂び遗中で 
消えでしまラ 

大吉な燃焼音を 

友げで燃える 


点火しない 





























































画巧管(長顯使用しなぃ場合） 

シーズンオフや長期間使巧しないときは、巧の要領でま入れをおこない f 呆管しでください。また、いたんでいるところび 
ある場合は、修理をしでから f 呆管しでください。 


1. 電源プラグをコンたントから巧いてください。 

参を 意！ 長期間使用しないときは、 電源 プラヴを巧いでください。 

2. フアンフイルター-湿風吹化□の掃なをしでください。 10 ぺージ） 

3. 油タンクのななを巧いでください。また、ゴム製ち巧管のかのななを完をにないでください。 
ななび巧っていると涅シーズンに使巧するとぎ、つまってな巧び流れなくなります。 

4. 巧タンクの送巧パルブを閉じでください。 

5. オイルフイルターと定油面お巧のな巧をすべで巧き取っでください。 9 ページ） 

6. 本化のごみやほこりを取り除いでください。 

参掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

7. 本化をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 

8. ストーブは据付けたまま保管しでください。 

参温風吹出□や背面の巧流田送風機にほこりなどびたまらないよラにカバーなどをかけでください。 

(別売の本体化おカパーのご使用をおすずめしまず。） 

参どラしでち取り外しで保管されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した場附こ樹到しじしないよラに保管しでくださし、。 
•巧シーズンじ据なけをおこなラとぎには、必すお買いホめの販売店じの頼しでください。 

♦取扱説お書、工事説お書、な証書ち大切に保管してください。 


画仕様 


型なの呼び 

FF -3511 GS 

FF -4211 GS 

種 類 

気化す-強制給が気お-強制巧流巧 

点义 方式 

高圧放電点义す 

使 用 

M 料 

なミ由 （ J 吃1号なミ由） 

燃料消費量 

最大 

4.01 kW (0.39 L / h ) 

4.84 kW (0.47 L / h ) 

最小 

2.01 kW (0.195 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

14,450 kJ/h 

17,410 kJ/h 

最小 

6,264 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.6 % 

最小 

86.6 % 

暖房出力 

最大 

3.48 kW 

4.19 kW 

最小 

1.7^ 

1 kW 

標準適室 

温暖地 

木 造15.0( 9 置）まで 

コンクリート21.已 （13 置）まで 

木 造 18.0(11 置）まで 

コンクリート 25.0(15 置）まで 

暮冷地 

木 造15.0( 9置）まで 

コンクリート 25.0(15 置）まで 

木 造 18.0(11 置）まで 

コンクリート 29.5(18 置）まで 

外 お ゴ 法 

高さ目00 mm 幅500 mm 奥行324 mm (置台を含む） 

質 量 

16.0 kg 

16.5 kg 

電源電圧および周波数 

100 V 已0/60 Hz 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時最大650/650 W 燃焼時33/31 W 

点义時最大650/650 W 燃焼時34/32 W 

待機時消費電力 

1.3 W 

給が気筒の型なの呼び 

QU 4-3 

給が気筒の呼び径 

D 40 

おが気筒の壁霞通部の孔径 

夺75 mm 

が 気温 度 

260で!^下 

電流ヒューブ 

15 A 

をを 装置 

巧震自動消义装置-不完を燃焼防止装置-点义をを装置-燃焼制御装置 
停電をを装置-過熱防止装置(ををサーモスタット） 

その1也の装置 

排気管巧け検巧装置-過電流防止装置 

巧属品 

給が気筒じット1 • 取扱説明書1 • 工事説明書1 • 本体固定金具2 
コ''ム製送';由管締巧バンド2 •置台1 • 背面カバー1•ファンフィルター1 ■ 所有者票1 


標準適室は、巧団ま人-曰本ガス5ミ由機器工業含の算定畐準によります。 
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〔がお寸法図） 


01子配置） 



〔送油経路図） 


バーナヘッド 電磁ポンプ 定ミを面器 送ミ由バルブつまみ ミ由タンク 



画ア フターヴー ビス 


ド - ぉ latMwJ 

•このコ□ナ密閉な石ミ由ス I -ーブにはな証書びついで 
います。「お買いあげ曰•販売店咨 j などの記入を 
お確かめのラえ、販売店からお受けとりじなり、 
大切に保管しでください。 

参な証期間はお買いあげいただいた曰から1を間です。 

•なのよラな原因じよる故障および事故じつぎましで 
は、巧証の巧象じなりませんのでを意しでください。 

• 変質灯；由や不純な;由など、またな巧•(外の燃料 
使用じよる故障や事故。 

•誤った使用ちをによる故障や事故。 


修理を依頼されるとを 


参本書の「故障-異甫の見分けちと処置ちを j (@=11ページ）の項に従っ 
で調べでち良くならないときは、電源プラグを抜いでお買いホめの版 
売店または、お巧くのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡くださし、 

参ご連絡いたださたい巧客は巧の還りです。 

* 品名 1な証書、取扱説旧書を ■お買いあげ日 

♦おすの呼び I ごらんください。 •巧障げ;兄（でさるだけ具化的に) 

♦ご住所-ご氏含-お電話蛋音 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。巧証期間中であれば保証 
書の規定に従って無料修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買レ巧めの販売店かおおくの 
コ□ナお客様ご相談窓□じお問い含わせください。 


■保証期間が過ざているとさは 

参お買いホめの販売店にご相談ください。修理によって使田でさ 
る製品じつしてはお客様のご要望により有料修理いたします。 

参修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されでいます。 

■技術料は、診断' 巧障圏巧の修理、部品交換' 調整'優理完 3 時の 
点検などの1 乍業にかかる責巧です。 

• 部品げは、修理に使巧し t 部品および補助が料げです。 

• おお料は、お客様のごの頼じより製品のある場所へ技術者を派遣す 
る廣合の費巧です。 


■補修用性能部品のなち期間 

♦石'庙ストーブのお修田性能部品（機能を組持するた 
めに必要な部品）の保有期間は製造巧ち切り後7年 
です。 

■修理に出されるときは 

参輸送時や運搬時に定巧面器巧になミ由び残ったままで 
すと、傾きや振動で灯巧びこぼれることびあります 
ので、必す抜ぎ取っでください。 
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画お付け•あ設 


据付け • 移設工事は販売店に依頼ずる 


「お巧けや移設工事は販売店または設置業着にの頼しで、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定および標準据付け例 


お付けについでは、乂がず防条例、電気設備に関する技術冨華など法ちの昼華びあります。 

工事説明書の「特にミ主意しでいたださたいこと（まをのために必ずお守りください)」をお読みになり、販売店または据巧け 
業着とよくご相談ください。また、「標華据巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


( 標準据付け例） 


〈正面> 



•ただし、不燃物の場合でち、保守点検と性能組持の 
ために可燃物と同じ離搞距離にしでくださし、。 

〈マントルピースなどに設置ずる場合〉 



〈給排気筒の正面〉 


45cm 
な上 


© 


45011 

社 


冷ミ？ブ論ぶ層 


(スペーサを使南しない場さ） 






>この設置ち法は防乂性能認証委員含により評定 
承認されたちのです。 


上ち 

側方 

前方 

後方 

10卻1 政上 

10 cm が上 

1000 n 政上 

10 on が上 


巧固定を具 本体固定を具 

(F-84: 別売部品） 


給排気筒を延長する場合の注意 


給排気筒を延長する場合は、3の3巧がり]^(下で取り巧けられる場所を選定しでくださぃ。 


試運転は、販売店または据巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

1. 運転準備 （C^4' 5ぺージ） 

①-庙タンクにロミ由 （J に1冒口';由）を給';由しでください。 

⑤'庙タンクの送;'由バルブを開いで、送';由経路内の空気なきをしでください。 

⑤スIフ'側面の水平器で、か平に設置されでいることをお認しでください。 

④ 定ミ由面器リじットボタンを軽く巧しでください。 （t：S=5 ぺージ） 

⑤ スIブの置台の上やちミ由管の接続部に、ミ由のたまりやミ由漏れびなレか確かめでくださし、。 

⑥ 電源プラヴをコン它ントに差しこんでください。 

•高地で使田される場合は、空気び希薄なため調整び必要です。 

(詳しくは、工事説日月書の CS 地で使用の場合）を参照しでください。） 

• A を意1 電源プラグは、コン它ントに根元まで確実に差しこんでください。 

2. 運転 6ぺージ） 

運転キーを巧しでください。 

•運転ランプび点滅し、約3分をに着义し、着义を約1分で巧流用送風機び回り温風び出ます。 

参おの状態は青い炎の中にいくらかの黄色い炎啸义）び混じつでち異常ではありません。 

参初めでお使いじなるときは、耐熱塗料などび焼けで煙とにおいび出ることびありまず。窓をあけで部屋の換気をしなびら、強 
燃焼で半曰から1曰程度運転しでください。 また' 小鳥やル動物などに影謹する場合び考えられまずので、この間は部屋に入 
れないでくださし、。 

3. 消乂 （[^6ページ） 

運転キーを巧しでください。 

参運転ランプび消'灯し、約6分をに本体内部び;ち却すると、燃焼用-巧流用送風機び停止しまず。 


据付け後の確認 


おなけび終わりましたら、ちラー度、工事説日月書の「特に 
ミ主意しでいただぎたいこと（まをのために必ずお守りくだ 
さい）」をお読みになり、工事説お書に記載されでいると 
り据巧けられでいるか確認しでくださし、 


積雪地区におけるま意 


積雪が多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれな 
いよラな取な場所を選定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起 
こすことびあります。 
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信越. 
北陸地区 


新 潟 安居 
王祭サービスむンター 
新潟東営業所 
長野営業所 
松本営業所 

盡お宝 店 
まおサービスむン ター 
富山営業所 
福只営業所 


関東地区 


仙台市富城野区曰ノ化の1 -7-32 
仙台市宮城野区曰ノ出の1 -7-31 
郡山市亀田 1- 日 1-9 
山お市東青田 3-6-28 
酒田巿錦の1-183-1 


東京都化区豊富 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区豊富 8-4-8 
立川市高松の 1-22-3 
松戸巿高塚新旧 95-5 
横演市戸塚区原宿4了目 7- 13 
山梨県中巨摩郡昭和町西を249 1-2 
さいたま巿北区客原の 1-674-2 
さいたま巿 j ヒ区宮原の1 -674-2 
高崎市問屋の西 1-3-22 
ま都宮巿藥瀬の2313 
太田市高林東町2375 
か戸巿笠原の 653-2 
つくば巿谷田部 6788-1 9 


ホし幌市白石区平和通16 了目南1 -1 9 〒〇 03-0028 

ホし幌市白石区米里3桑2了目 6- 25 〒〇 03- 0873 

函館市西ち梗の2 1-2 〒〇4 1-0824 

胆川市東旭川南1条2了目 2-5 〒〇 78- 8261 

帯広市西18を北1了目1 7-1 干080 -0048 

教11路市巧園の 4-1 7 〒〇 85-0038 

北見市美ち 179-1-30 〒〇 90-0064 


TEU0 11 )864-0440( 代表） 
TEL(01 1)879-21 21(代表） 
TEUOl 38)48-6070( げ表） 
TEUOl 66)37-2330 (代表） 
TEUOl 55)35-751 8(代表） 
TEL の 154)24-4191 (代表） 
TEUO 157 ) 26 — 21 。 3 げ表） 


FAX(011)863-3154 
FAX の11 )871-2400 
FAX の 138)48-6080 
FAX(01 66)37-2338 
FAX の 155)35 — 7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-2107 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


T 564-0044 TEL の 6)6380 — 2111(代表） 
〒 564-0044 TEU06)6386-5670 (代表） 

干 760-0078 TEU087)835-171 1(げ表〉 

T612-8414 TEU075)643-2002 (代表） 

干 651- 2133 TEU078)922-2431 (代表） 

T522-0024 TEU0749)24-6239 (代表） 

干 620-0061 TEU0773)22-0827 (代動 

T 79 1-8044 TEL の 89)968-7351 (代表） 


FAX(06)6386-7262 
FAX の 6)6386-5588 
FAX の 87)835-0160 
FAX(075)643-0870 
FAX(078)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 
FAX の 89)968 —7353 


T731-0138 TEU082)871-3310 (代表） 

T731-0138 TEU082)871-331 已加表） 

T700-0976 TEU086)243-775 パげ表） 

干 683-0035 TEU08 已 9)33-81 57(代表） 
〒 745-0882 TEU0834)22 — 5567(代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX(082)871— 0272 
FAX の 86)243-7191 
FAX の8已 9)23-0709 
FAX の 834)22 — 5589 


干 81 2-0007 TEL の 92)474—577U 代表） 
干 81 2-0007 TEU092)474-6001( げ表） 

干 803-0828 TEL(093)592-861 1(代表） 

干 890-0034 TEL(099)281-132 パげ表） 

干 862-091 3 TEL の 96)367-7361( 代表） 
于 85 1-2 106 TEU09 己) S82-7710 (代表） 
干 880-0032 TEL(0985)29-1 680(代表） 

¥870-0108 下£1_(〇97)己23-516バげ表） 


FAX(092)474— 5775 
FAX の 92)474-641 4 
FAX の 93)592— 8666 
FAX の 99)281-1252 
FAX の 96)369— 6323 
FAX の9己) 882-7767 
FAX の985に 5— 0685 
FAX の 97) 己 23-5162 


名ろ屋市熱坦区桜田の 16-11 
名古屋市熱田区桜田町1 6-11 
静岡市駿巧区高松 2-15-30 
岐阜巿六を南 2-7-8 
津巿富奈屋 3-29-38 
沼ま巿西椎路888-1 


干 456-0004 TEL の 52)746-6600( 代表） 
干 456-0004 TEL(052)746 -日603(代表） 

于 422-8034 TEUO 日 4)238 — 0005 (代表） 
〒500-8358 TEU058)268— 7日5日(代表） 

干 514-081 9 TEL の 59)234-8471( げ表） 
干 4 10-0303 下£し(055)968-日210(代表） 


FAX の 52)884— 6551 
FAX(052)884-6554 
FAX の 54) の 8 — 0006 
FAX の 58)268 — 7550 
FAX(059)234-8472 
FAX(055)968-6212 


干030 -0946 TEUOl 7)742-8255( げ表） 
〒〇 30-0946 TEU01 7)743-2971 (代表） 
干01 0-0917 TEUOl 8)864-5671 (げ表） 
〒〇1 0-0802 TEI^OI 8)864-52 19(代表） 
〒〇31 -0073 TEL(01 78)24-5289( げ表） 
干031 -0073 TE しの 178)47-6609( げ表） 
干 036-8086 TEUOl 72)28-3910( 巧表） 
干 036-8086 TEUOl 72)26-4770( げ表） 
〒〇 20-0823 TEUOl 9)622-4791 (代表） 
干020 -0823 TEUOl 9)604-0281 (げ表） 
〒〇 23-0002 TEU0197)22-41 55(げ表） 

T983-0035 TEL の 22)23 日-3181(巧贵 
于 983-003 已 TE し (022)783— 1791(イザ表） 
干 963-8033 T 巨しの 24)938-2240( げ表） 
〒990-2423 TEL(023)642-3255( 代表） 

干 998-0103 - - ~ — 一 


FAX(017)742-8275 
FAX(01 7)743-1 118 
FAX(018)864-8468 
FAX(018)864-5760 
FAX(01 78)45—4290 
FAX(0178)71-1344 
FAX(0172)28-0191 
FAX(0172)29-n33 
FAX(01 9)622 —5244 
FAX(01 9)604-0283 
FAX(0197)22-4452 

FAX の 22)236 —8810 
FAX(022)783-1792 
FAX の 24)938-3021 
FAX(023)642-3254 


TEU0234)31 -0571( げ表） FAX(0234)31-0581 


干 114-0003 TEL(03)3927 - 1151 (代表） 

干 114-0003 TEL(03)3911-1131 (代表） 

干11 4-0003 TEL(03)3927-11 52(代表） 

干1 90-0011 TEL の 42)5 1 9-5271 (代表） 
干 270-2222 TEU047)3 に-8330(代表） 

干 245-0063 TEU045)852-4008 (代表） 

干 409-3866 TEUO 日 5)268-1 日67(代表） 
干 331-0812 TEU048)651-1722( げ表） 

T331-0812 TEL(048)651-123iai：a) 

干 370-0007 TEL(027)361 -4806 (代表） 

干321 -0933 T 目 U028)632-5105 (代表） 
干 373-08 巧 TEU0276)：38-6571 (代表） 
干31 0-0852 TEL の 29)241-21 72(代表） 
干 305-0861 TEU029)839-5325 (代表） 


FAX の 3)3927- 1160 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927- 1160 
FAX の 42)528-2382 
FAX の 47)312-8338 
FAX の 45)852-5540 
FAX の日 5)268-1569 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 27)361-91 39 
FAX の 28)632 — 5205 
FAX の 276)38-5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)836-1 913 


干 955-0864 TEU0256)32-2126 (代動 

¥955-0864 TEU0256)32-2129 (代表） 

干 950-0855 TEU025)286-9131 (代表） 

T 381-0022 TEL の 26)221 -5111 (代表） 
干 399-0033 TEU0263)26-0051 (代動 

干920-日027 TEU076)260-0567 (代表） 

干 920-0027 TEU076)260-0038 (代表） 

干 930-0985 TEU076)444-0567( げ動 

¥918-8237 TEU0776)23-0567 (代表） 


FAX の 256)35-851 9 
FAX の 256)32-21 37 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の 26)221-0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX の 76)260-0775 
FAX の 76)260 — 0738 
FAX(076)444-061 1 
FAX (日 776)23 — 0580 


東北地区 


青 おを 店 
青巧サービス它ンター 
秋田 営業所 
秋旧サービス它ンター 
A 戸営業所 
ノ\戸サービスじンター 
化前営業所 
化前サービスじンター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
かお営業巧 


青森巿ち館1了目 12-38 
青森市古館1了目 12-38 
秋田市泉中央4 了目 4-1 8 
秋田市が化川云千刈 109-1 
A 戸市売巿4 了目 4-7 
八戸市売市4 了目 4-7 
弘前市坦園 1-2-1 
化前巿田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州巿が巧区が巧工業団地4 了巨79 


北海道地区 


福岡市博多区東な恵 2-2-40 
福岡巿博を区東な恵 2-2-40 
北九州巿ル冨 j ヒ区愛岩 2-6-4 
鹿巧島巿田上 7-16-5 
熊本市尾ノ上 1-11-12 
長崎県西彼巧郡時津のを底鄉お巧74-1 
宮崎市霧島 3-59-2 
大分巿二 f 左 1-19-7 


沖縄地区 


巧縄営業巧宜野湾巿宇地を738 

シー サイド- パー ク102 


〒901-22の TEU098)897-5677 (代表 ） FAX の 98)897-5679 


12041102 


本な-工場兰条巿東新保 7-7 
柏崎工場 柏崎巿宝町2-己8 
長岡工場長岡巿下条町詹ノ浦1069 


干9已已 -8 已10下巳1_(〇2已6)32 — 2111(大イザ表） 
干94己-日817下 EL(0257)23 —己17日(イザ表） 

千 940-1 146 TEL(0258)22-2121( げ表） 
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〔お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□(こご依頼ください。 

ご転居やご贈養品などでお困りの場含は、下記のおおくの惡□にご相談く 
ださい。 

咨称、所在地、電話塞号は、蜜要する場含びありますのでご： J 承ください。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナヴービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等か5は 
最寄のヴービスセンター 
へ直接おかけください。 
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